
2024年度 札幌学院大学  

経済経営学部 経営学科 

基礎ゼミナール紹介文 

 
ゼミナール番号１   碓井 和弘ゼミナール 

ゼミナール番号２   川渕 正広ゼミナール 

ゼミナール番号３   後藤 英之ゼミナール 

ゼミナール番号４   坂口 勝幸ゼミナール 

ゼミナール番号５   邵 藍蘭ゼミナール 

ゼミナール番号６   長岡 正ゼミナール 

ゼミナール番号７   黄 昕ゼミナール 

ゼミナール番号８   三好 元ゼミナール 

ゼミナール番号９   矢川 美惠子ゼミナール 

ゼミナール番号１０  吉川 哲生ゼミナール 

  



ゼミナール番号１  碓井ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ ●大学での基本的な学習方法、例えばレポートの書

き方、レジュメ(発表の際に、聞く人たちに配布する

資料)の作成方法について学びます。  

●前期の早い時期には、人と話せるよう、また友人

作りの助けになるよう、グループワークを意識的に

行います。 

●後期の後半は、レジュメを作って発表することや

パワーポイントを使って発表する機会を設けます。 

所属を希望する人材像 ●２年次、３年次のゼミではマーケティングの勉強

をしながら、実践科目にも取り組みます。大学生の

内にマーケティングを勉強して、将来、役立てたい

という気持ちが強い人を希望します。 

●碓井ゼミの卒業生は、製造、流通、金融、公務員 

など、幅広い業界で働いていますが、今やどの業界

でもマーケティングは不可欠となっています。 

ゼミナール活動の特色 ●１年次ゼミは、上述の「ゼミナールのテーマ」の

内容になります。 

●２年次ゼミは、経営学検定やリテールマーケティ

ング(販売士)２、３級に挑戦します。また、「プロジ

ェクト実践」を合わせて履修し、えべつ北海鳴子ま

つりの運営に参加します。また、南幌町などの近隣

市町村の企業広報にも取り組みます。 

●３年次ゼミは、個人やグループでマーケティング

に関する研究テーマを設定し、文献調査を行いなが

ら大学周辺での実践活動に取り組みます。さらに秋

には関西にて調査実習を行い、研究を深めた上でそ

れぞれ報告書を作成し、就職活動で活用します。 

 

 

 



ゼミナール番号２   川渕 正広ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ ・教職課程を受講するための基本を勉強する 

・経営学科で学ぶための基礎・基本を身につける 

所属を希望する人材像 ・高校の教科「商業」の先生になりたい 

・自分のキャリア形成のために高校の教科「商業」

の教員免許を取得したい 

・経営学科で学ぶための基礎・基本としての商業簿

記やビジネスの基礎知識を学びたい 

※このゼミナールでは教職課程の受講を視野に学

習を進めますが、２年生からの教職課程の受講に

ついては受講生が自分の意志で決定することに

なります 

ゼミナール活動の特色 ・商業簿記やビジネスの基礎知識については高校の

教科書等を利用して学習を進める 

・教職課程を受講している上級生の模擬授業を行う

予定である 

・商業簿記やビジネスの基礎知識の学習は、初めて

学習することを前提にゆっくりと進めるので、高

校の出身学科は普通科、専門学科を問わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ゼミナール番号３  後藤 英之ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ ・経営学の基礎について勉強する 

・企業を分析する能力を身につける 

・マーケティング理論を実践する 

所属を希望する人材像 ◎マーケティングを学びたい学生 

・経営学の基礎を学びたい学生 

・地方創生や地域社会の課題解決に興味がある学生 

・社会調査（アンケート調査等）に興味がある学生 

ゼミナール活動の特色 ・本ゼミでは、テキストの輪読やグループディスカ

ッションで経営学に関する知識を深めます。また、

発表の機会を多く設け、プレゼンテーション能力の

向上を図ります。学外での実地調査（ヒアリング調

査、アンケート調査等）では、課題の発見や仮説の

設定、解決能力を養います。 

・１年次（前期）では、ヒアリングやレポートの作

成、Excel や PowerPoint、プレゼンテーションなど

大学生に必要な、基礎的能力の養成を行います。 

・１年次（後期）では、経営学の理論を学習し、ケ

ース（珈琲店）を用いた企業の分析や新札幌におけ

るマーケティング調査を行います。 

・2 年次では、マーケティング理論の学習に加え、

企業見学や観光調査（小樽市など）に取り組みます。 

また、ビジネスプラン（新規事業創出）の作成にも

取り組みます。 

・3 年次では、企業等と連携した、マーケティング

実践のプロジェクトに取り組みます。また、首都圏

又は関西圏でのフィールド調査も予定しています。 

・商社、流通企業やメーカーのマーケティングや販

売部門、金融機関の融資や経営支援部門等への就職

を目標に、一緒にゼミを進めて行きましょう。 

 



ゼミナール番号４   坂口 勝幸ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ  １年次は、ビジネスの基礎的な事柄について取り

上げ、大学での学びとキャリア形成について考えま

す 

所属を希望する人材像  〇卒業後、主に簿記・会計の知識、技術を生かせ  

  る仕事を考えている人。 

 〇広くビジネス全般の知識を身に付け、「販売系」

「営業系」の仕事を考えている人。 

ゼミナール活動の特色 〇ビジネスの基礎的な事柄は、指定するテキスト

の輪読を行います。 

 その過程で、「レジュメ」「議論」について指導

します。（大学生として必須の力です） 

－２年次以降は希望調査を行った上で－ 

〇２年次（専門ゼミ）では、前期は「資格取得」

を通した簿記に関する実力養成、後期は「簿記

を通じて業種の違いを知ろう」をテーマに、農

業簿記、建設簿記の資格取得にも取り組みま

す。 

〇２年次夏休みには、農業現場訪問を行います。 

（状況により中止する事もあります） 

 〇３年次（応用ゼミ）では、「財務諸表の活用」に

ついて取り上げ、ビジネス会計検定にも取り組

みます。 

  ゼミ先輩の就職先としては、高等学校教員から

農業関連企業まで幅広くなっています。 

☆公務員を考えている学生には、「地方公会計検定」

の指導も行います。 

☆高等学校教科「商業」の教員を考えている、もし

くは教員免許得だけは得たいと考える学生は、１

年次は「川渕ゼミ」を勧めます。２年次以降、科

目「簿記」を中心とする（教育実習科目としたい）

学生は引き受けます。 



ゼミナール番号５   邵 藍蘭ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ  基礎学力を高め、専門的な知識をある程度身に付け、広

い視野を持ち、しっかりした自分の考えを持つ精神のある

社会人を育てたい。 

 1 年生：専門の勉強はほどほど 

 2 年生：会計学入門と業界研究 

 3 年生：高度な財務会計と企業研究 

 4 年生：卒論 

所属を希望する人材像 ＊本気で自分を高めたい人（特に基礎学力を重視、『知ら

なきゃ恥ずかしいビジネス漢字』の練習問題をしたり、『速

読英単語入門編』の簡単な英語を勉強したりします）。 

 ＊いろいろなことについて知りたい、賢い社会人になり

たい人（例えば「会社は誰のために？」、「食品ロスは誰の

せい？」、「ゲームによる生活・身心への影響」、「AI・ロボ

ットの可能性と限界」のような記事を読み、考えることを

ゼミでやります） 

 ＊グローバルな視野を持ち、異文化で育った人と対等的

に話せる人間になりたい人（例えば「無印、インドに最大

級店」や「ASEAN 健康志向 日本勢も進出」というよう

な、ビジネスの世界で起きていることをゼミで勉強しま

す）。  

ゼミナール活動の特色 大学の 4 年間，専門的な勉強はかぎりがあります。しか

も世の中の変化も早い。 

将来生き延びるために，常に勉強しなければなりません。 

そのための勉強方法や勉強習慣を大学在学期間中に是非

身につけてほしい。 

邵ゼミは一貫して専門の会計を軸に，ビジネス雑誌や新

聞を多用して，一般教養を学んだり，雑誌や新聞，本等の

情報を処理する能力を身に付けたりするように努力してい

ます。 

また集まった学生の状況に応じて，英語や中国語 

もさわり程度の勉強をします。 
 



ゼミナール番号６   長岡 正ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ 会計を使った企業経営を中心に勉強する。 

基本的な文献を読んで文章能力等を向上させる。 

所属を希望する人材像 ・経営、会計、原価計算に関心のある学生 

・企業による環境保全の取組みに関心がある学生 

・北海道の物流問題に関心がある学生 

ゼミナール活動の特色 １年前期は共通のテキストを輪読して経営の基

礎を学ぶ。新聞などに出てくる会計や経営の基本用

語の意味をしっかり理解する。 

１年後期は各自が経営に関するテーマを選び、調

査した内容をまとめて発表する。 

 

２年次以降は地球環境問題に対する企業の取組

みについて企業のホームページなどからデータを

入手してまとめ、（将来、就職希望などの）関心のあ

る業界の特徴を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ゼミナール番号７   黄 昕ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ ・人的資源管理とグローバル・ビジネス・マネジメント

について勉強する 

・異文化理解力を身につける 

・マネジメント資格を取得する 

所属を希望する人材像 ・チーム・リーダーや経営者になりたい 

・会社で人事職として働きたい 

・異文化に興味があり、海外に留学・就職したい 

・組織における人間の行動・心理に興味があり、人的資

源管理について勉強したい 

・在学中にマネジメント関連の資格を取りたい 

ゼミナール活動の特色 日本企業の人事管理と外国企業における人的資源管理

の特徴を比較し、組織における人間の心理・行動の理解

を通じて、国際的・心理学的な視点から人的資源管理に

しかありえない特有の面白さを一緒に発見しよう。 

・グループ・ディスカッションやグループ・ワークによ

り人事・経営課題を解決する。 

・国際交流プログラムと連携して海外留学や国際インタ

ーンシップを奨励する。 

【1 年次】には、テキストを用いて経営学に関する基礎

的な知識を勉強する。 

【2 年次】には、日本の企業システムと経営管理を多面

的・多角的に思考・討論する。また、マネジメントの資

格取得を目指しながら、企業経営の専門的知識を体系的

に学習する。社会活動も企画する。 

【3 年次】には、日本企業の人事管理と外国企業の人的

資源管理の特徴を比較しながら、人事課題を総合的に理

解・分析する。また、マネジメントの資格取得に挑戦す

る。海外調査も実施する。 

【4 年次】には、経営分析の手法を使って、企業研究や

自己分析などを行う。学生就活をサポートする。 
 



ゼミナール番号８  三好 元ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ ●経営の基礎を勉強する 

●経営の事例から経営戦略やマーケティングを学

ぶ 

●グループワークを行う 

所属を希望する人材像 勉強することや，物事を深掘りしていくことを嫌が

らない人。 

ゼミナールの内容 ●前期(4 月～7 月末) 

(1)大学の勉強と就職について 

大学の勉強では何を目的に勉強すべきか，また企業

はどのような大学生を求めているのか，などをお話

しします。 

(2)経営の基礎知識を学ぶ 

経営の基礎知識を勉強してもらいます。資料(動画を

含む)を私が解説し，次に簡単な問題を解いてもら

う，という順序で行います。なお，最後に確認テス

トをして成績評価をします。 

 

●後期(10 月～1 月末) 

(1) 雑誌記事や動画などを使って，実際の事例から

会社経営，経営戦略，マーケティング戦略を学びま

す。 

(2)｢新商品･定番商品をつくる｣をテーマに，グルー

プワークを行います。 

 

 

 

 



ゼミナール番号９   矢川 美惠子ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ ・ホスピタリティ・マネジメントの学修 

・コミュニケーション力の強化 

・社会人基礎力全般の理解と向上 

所属を希望する人材像 ・将来、エアライン業界やホテル業界、その他対人

スキルが求められるサービス業界に就職したい方 

・海外や日本国内の他地域に興味があり、グローバ

ルで多様な物事を学びたい方 

・長期的に企業や組織で働き、管理職や経営者を目

指したい方 

・コミュニケーション力を強化したい方 

ゼミナール活動の特色 １年次 

前期は大学生活のスタートを有意義な時間にして

いただくよう、対面授業を基本にグループワーク

カリキュラムを組み、友達作りの環境を整えます。 

後期は自己表現機会を多く設けると共に、ディス

カッションをしながら、多様な価値観や文化の違

いを認識し、他者理解を深めます。 

2 年次 

ホスピタリをティ・マネジメントの学修を深化さ

せ、演習も取り入れながら体感を伴ったカリキュ

ラムを進行します。 

他の講義科目で受講した内容を企業側の視点で解

説します。 

3 年次には、就職を具体的にイメージし、ビジネス

マナーなどのカリキュラムも入れ込みます。知識

の行動化と実践状況の振り返りを行いながら、社

会人基礎力を高める学修をします。 
 

 

 

 



ゼミナール番号１０    吉川 哲生ゼミナールの特色 

 

ゼミナールテーマ  世界経済と金融について勉強する 

 グローバル人材としての素養を身につける 

所属を希望する人材像  アジアをはじめグローバルな活躍をしたい 

 金融機関に就職したい   

 留学や留学生と交流したい 

海外に興味がある 

 金融の勉強がしたい 

 資産運用に興味がある 

ゼミナール活動の特色 ２年次・３年次にはテキストを用いて金融の勉強

をするとともに、ニセコへの短期・長期インターン

シップを奨励・応援します。また、以下も並行して

行なっていきます。 

２年次には、台湾高雄大学の学生との交流。 

３年次には、台湾高雄（予定）に訪問し、交流と

フィールド調査を実施します。 

学生のうちに、異文化に触れ、外国人と普通に交

流できるようにすることは、就職してからもその能

力を活かした仕事や活動をする上での訓練になり

ます。今は東京に限らず北海道でも、日本中でこの

ような能力が求められる社会なのです。 

 


